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令和７年度 社会教育と学校教育の連携について（加古川公民館） 

 

１．部活動地域展開の講座実施状況 

・本公民館の主催事業子ども料理教室「わいわいクラブ」においてボランティア

で料理の指導をしていただいているメンバーの方に「かこ☆くら」の紹介をし

たところ、実施したいとの回答を得たため、来年３月の実施に向けて担当者と

の打ち合わせを１２月２０日に実施予定。 

・本公民館の登録団体「和楽会」（茶道や生け花を楽しむ団体）にも「かこ☆く

ら」の紹介をしたところ、実施を検討するとの回答をいただいている。 

 

 

２．世代間交流事業（10/30） 

 ・今年度新規事業として、高齢者大学の学生からボラ

ンティアを募り、加古川小学校４年生の全児童（132

名）と昔遊び等（こま回し、けん玉、おはじき、百

人一首、折り紙、あやとり、輪投げ、ラダーゲッタ

ー）を通して交流活動を実施した。高齢者大学の学

生の参加は 27名。 

 

 

３．子ども料理教室「わいわいクラブ」 

・地域のボランティアの方が中心となって運営してい

ただいている。対象は小学生で前期、後期併せて年

間 16 回実施。今年度９回実施現在で延べ参加人数

126 名となっている。レシピや運営にも工夫をこら

し、異学年交流により協調性が養われている。加古

川南高校のボランティア部の生徒がほぼ毎回 2～3

名ずつお手伝いに来てくれている。 

 

 

４．子ども琴教室 

・地域のボランティアの方で運営していただいている。

対象は 5 歳から小学 6 年生まで。年間 20 回実施。

琴の練習を通して伝統文化を重んじ、発展継承して

いく心を育てることを目的に取り組んでいる。 
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５．トライやる・ウィーク(6/3～6/6) 

・加古川中学校２年生６名の受け入れを行い、公民館

の業務を知ってもらうため貸館受付の様子を見学し

てもらったり、ポールウォーキングを通じて高齢者

大学の学生と交流したり、ふるさと案内人の皆さん

と地域の歴史の学習をしたり、公民館職員との除草

作業など様々な活動を行った。 

 

 

６． 小中学生対象講座の開設 

 ・令和 7年度の講座 

  小学生対象とした、夏休みこども体験教室「絵画教

室」7/25.26（参加延べ 32 人）、「ねんど教室」8/1

（参加 24人）、「マジック教室」8/7（参加 31人） 

JAC（大学生ボランティアグループ）による小学 4

～6 年生対象の「夏休み宿題会」8/2.3（参加延べ

23人） 

  新規事業として小中学生対象の「初めての生け花体験」R7.12/25実施予定 
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社会教育と学校教育の連携について （両荘公民館） 

１．トライやる・ウィーク(6/4～6/7) 

・両荘みらい学園８年生３名の受け入れを行い、図書館・

公民館の業務を学んでもらうため、POP作りや公民館登

録団体の活動（フラダンス教室）に参加したり、公民館

職員との作業、調理実習（恵幸川鍋づくり）など様々な

活動を行ったりした。 

 

２.両荘ユニット連携事業 

 ・ユニット合同研修会（8/19）、ユニット美術展（11/21～ 

  11/22）の会場として、第 1・第 2ホールを活用している。 

  両荘公民館登録団体も、３団体が作品展示に参加してい 

る。 

 

 

３.寿大学（高齢者大学）伝統講座  

 ・子どもフェスティバル（七夕）（7/23）、伝統講座（お月見） 

 （9/10）伝統講座（節分）（1/28）でこども園の園児、みら 

い学園１年生と遊びや読み聞かせ「年中行事のいわれ」など 

 の学びを通して、交流を図っている。 

 

 

４. 教育課程実践の場（第 2の教室） 

 ・教科学習（国語科・理科・クラブ活動など）教育課程の教 

育実践の場として公民館の部屋をみらい学園の第２の教室 

のように活用している。 

 

 

 

５. 学校行事開催の場（多目的室・体育館） 

・学校行事（学級懇談会・進路説明会・６年生修了セレモニー 

など）やカルチャーフェスティバル（音楽会）の練習の場と 

して第 1・第 2ホール等を活用している。みらい学園の体育 

館での体育科の授業時数の確保やみらい学園後期課程の部 

活動の活動時間確保に貢献している。 
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６. 教科横断型の教育（キャリア教育等）の場（寿大学・みらい学園との合同講座） 

・キャリア教育や防災教育、福祉教育、環境教育といった 

教科横断型の教育で、ゲストティーチャーを招聘して実 

施する場合も第 1・第 2ホール等を活用している。講師 

依頼や打ち合わせなどのみらい学園側の時間と労力の 

削減に貢献している。 

 

 

７. ふるさとみらい科の支援 

・両荘みらい学園の学びの２本柱「英語科」Global  

 Friendship Purojectと「ふるさとみらい科」Well-Being  

Town Projectの学びの支援のひとつとして、６年生の 

「みらい狂言学習発表会」に練習から本番まですべての 

課程で第 1・第 2ホールを活用している。 

 

８. 放課後児童・生徒の支援の核として～部活動地域展開も勘案して～ 

・両荘公民館の館内には、第 1・第 2と二つの放課後児 

童クラブがあり、三世代が毎日顔を合わせる環境が整っ 

ている。部活動地域展開の令和７年度試行プランとして 

～パティシエにならう～こども洋菓子教室と両荘みら 

いダンス教室を開講している。どちらも受講生である 

小・中学生に好評で楽しい時間となっている。 

 

成果と今後の課題 

【成果】 

・部屋が確保しやすく学習計画が立てやすい 

・体験型学習がしやすい 

・他校生と交流できたり、活動の選択肢が増えたりする 

・異なる世代の人たちと学びを共有できる 

【今後の課題】 

・市民と児童生徒が交わることのセキュリティの問題 

・公民館の開講時間とみらい学園の授業時間のずれ 

・部活動地域展開における活動の質や回数、講師料や活動の継続性などの問題 

・講座参加への強制 

 

※ 課題解決に向けて公民館・学園で話し合い解決を図りたい。 
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令和７年度 社会教育と学校教育の連携について（平岡公民館） 

 

１ 部活動地域展開の講座実施状況 

学校教育課が、校区や居住地域にかかわらず、こどもたちが「やりたいこと」

を選択できる活動としていくために、アンケート調査を行い、ニーズを把握し

た結果、「手芸（クラフト）」を希望しているこどもが多いということから、本

公民館へ令和 7年度の試行プランとして「かこ☆くら」体験会の開催の要請が

ありました。 

そこで、本公民館で過去に主催した講座の中から、上記の趣旨に合った 3つ

の講座を「make make make」シリーズとして開講することにしました。 

①「make make make 1」 令和 8年 1月 17日（土）開催 

    紙製の帯状の素材「クラフトバンド」を編み込んで「かご」を作ります 

  講師：澤田 由美子先生 

②「make make make 2」 令和 8年 1月 24日（土）開催 

     リボンやビーズを使って、自分だけのアクセサリー（イヤリング）を作 

     ります 

     講師：岡田 三由紀先生 

③「make make make 3」 令和 8年 2月 7日（土）開催 

   推し色の毛糸を編んで、お花のモチーフチャームを作ります 

   講師：小守 和恵先生 

※ 詳細は、別紙チラシを参照願います。 

※ 12月の校長会でも、各小中学校に案内していただいています。 

 

 試行プランである「かこ☆くら」体験会開催後、応募状況や参加者の感想な

どを把握し、今後の「かこ☆くら」実施の参考にしていきたいです。 

 

 

２ トライやる・ウィーク(6/3～6/6) 

例年、平岡中学校２年生の受け入れを行って

いますが 今年度も 5名の生徒が 4日間の活動

を行いました。 

公民館の活動や公民館に来られた利用者の

みなさんとの交流を通して、多くのことを体験

したり、学んだりしてもらいました。 

 働くことと意義や楽しさを実感し、自分の生き方を見つける一助となれば嬉

しいです。 
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３ 平岡東小学校 2年生 公民館見学 

   今年度も 10月 7日に、平岡東小学校の 2年生

が、生活科の学習の一環として、平岡公民館の

見学に来てくれました。 

今回の見学では、公民館ではどのようなこと

が行われているのか、どのような人が利用してい

るのか、また、職員の仕事内容等について話をし、

館内を見学してもらいました。 

 

４ ひらこうジュニアカレッジ 

夏休み期間中に、「ひらこうジュニアカレッジ」と

して、小学生を対象に「絵画教室」、「スタディールー

ム」、「工作教室 A・B」、「ストリングアート教室」、

「卓球教室」、「書道教室」、「折り紙教室」、「クラフト

教室」の計９講座を開講した。 

講師やボランティアとして、当館の登録団体や高

齢者大学生などを依頼し、こどもとの交流も行うことができました。 

 

５ 小学生対象の講座 

   夏休み期間中の「ひらこうジュニアカレッジ」に加

え、長期休業期間中以外も、「こどもパン教室（２

回）」、「こども折り紙教室（３回）」、「こども『敬老の

日』フラワーアレンジメント」、「こどもディンプルアー

ト教室」等を実施しました 

  

６ こども英語教室 

英語を初めて学ぶ小学校 1・2年生を対象に、経験

豊富な日本人講師と外国人講師が、原則月に２回、

年間１６回、歌ったり、ゲームをしたり、楽しみながら英

語を学んでいます。 

 

７ こどもの交流すぺーす「わかば」の会場 

当公民館を会場として、教育支援課が不登校児童生徒の新たな居場所として「わ

かば教室」のサテライト教室（こどもの交流すぺーす「わかば」）を毎週火曜日の午前

中に開設されています。 
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社会教育と学校教育の連携について 

                          陵南公民館 
陵南公民館の取り組み 

１． 公民館主催行事から学校園への活動につなぐ 

公民館が主催する読み聞かせボランティア養成講

座受講終了者から希望を募り、地域の小学校や中

学校の学校支援活動をする人材を育成する。 

 

・読み聞かせボランティア 

全４回の講座に２０名の応募があり、そのうち３

名の方が公民館エリアの小学校で読み聞かせボラ

ンティアに参加する。 

  

・図書ボランティア 

隣接する中学校のリニューアルする図書室の整

備に、講座に参加した方の中から２日間のべ７名

が参加し、配架作業や蔵書の登録など様々な役割

に貢献した。 

 

 

 

 

２．部活動応援企画として生徒と共に活動する  

  陵南中学校家庭科部と共に、公

民館ができる支援活動につい

て模索する。お菓子作り教室を

企画し、顧問と部活動の活動計

画から実施日を検討し、講師と

内容について相談する。 

  

・第１回お菓子作り教室 

「恵幸川マドレーヌ」 

  ～加古川食材でお菓子作り・新

恵幸川スイーツを開発しよう

～ 

  ６月２７日（金）13:30～  

期末テスト最終日、１５名の参加 
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・第２回お菓子作り教室「恵幸川クッキー」  

～地元食材を使ったクッキーを高齢者大学生と作

ろう～ 

７月１８日（金）13:30～ 個人懇談日、中学生７名

と高齢者大学生７名の参加 

  

 

・「恵幸川マドレーヌ・恵幸川クッキー販売」 

  １０月４日（土）陵南まつりでの販売ブース 

  打合せから工房での作成・販売までの工程に、              

のべ５７名の中学生が参加  

  

・収穫体験 

  １０月１０日（金）公民館での芋ほり体験 

  １１月１４日（金）公民館での落花生収穫体験 

 

 

 

３.学校連携事業としてダンス教室を実施する 

  新しい取り組みとして、ダンス教室を開催。 

学生の「ダンスをしてみたい」とのニーズに応

えるため、指導者を探し、活動を支援する。 

 

 ・小中高生ダンス教室の開催 

  ７月１８日（金）ダンス教室体験会から始まり、

８月～９月に５回の講座を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

９月１３日（土）に陵南ダンスフェスを開

催し、本館の活動団体や高校生ダンス部と

共に発表会に参加する。小学生２名、中学

生３名、高校生３名の参加 
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読書活動の推進について【中央図書館】 

 

１ 図書館ホームページのリニューアルについて 

   図書館システム更新に伴い、令和７年１１月１日から「加古川市の図書館ホームページ」

をリニューアルしました。 

新たに、学校関係者や中高生向けのページを設け、便利に、楽しく利用してもらえるよ

うにしました。 

（1）学校関係者の方へ・・・資料１（Ｐ14） 

団体貸出、図書館見学やおはなし会、職員・ボランティアの学校派遣などの各種サービ

スの紹介やそれらの申込書がダウンロードできます。また、調べ学習の案内リスト、クロ

ームブックで利用できる『電子図書館読み放題（児童書）』の利用方法も確認できます。 

（2）中高生のページ ・・・資料２（Ｐ16） 

①中高生向けのおすすめ本･･･さまざまな分野のおすすめ本を毎月、１０冊紹介 

②ヤングアダルトリスト ･･･中学生向けと高校生向けのおすすめ本のリストを掲載 

③ヤングアダルト通信    ･･･市内図書館で作成している中高生向けの便りを掲載 

④ドラマ化・映画化・アニメ化された本 

･･･メディア化された本を半年ごとに各５冊程度ずつ紹介 

 

２ 中学生・高校生への読書活動の推進について 

・トライやる・ウィークの生徒によるおすすめ本の紹介文やＰＯＰ作成 

 ・市内高校生によるおすすめ本のＰＯＰ作成や図書館活用講座の実施 

 

３ 児童書読み放題コンテンツについて（Ｒ７年度） 

（1）概要 

   令和５年７月から加古川市電子図書館サイトにおいて児童書読み放題コンテンツ（１

年間の期間内で同時閲覧及び閲覧回数に制限のない電子書籍）５０点の公開を開始しま

した。同時に、学校より貸与されているクロームブックで閲覧できるようにしています。 

   令和６年度は、対象を小学生から小中学生に拡大するとともに、調べ学習に役立つコ

ンテンツを導入し、作品数を１７２点に増やしました。 

      令和７年度は、こどもたちの多様な読書ニーズに対応するため、歴史漫画やライト 

ノベルといったジャンルを追加し、作品数を３１７点まで増やしました（or 増やした結

果、年々利用が伸びています）。また、こどもたちの関心を高めるために、L-Gate（小中

学生向けのクラウド型「学習 e-ポータル」）を通じて、人気ランキングを配信しています。 

（参考）読み放題電子書籍（児童書）利用案内・・・資料３（Ｐ17） 

 

（2）実績 

【読み放題児童書閲覧・ログイン回数の推移】 

年  度 コンテンツ数 閲覧回数 
ログイン回数 

（小学生） 

ログイン回数 

（中学生） 

Ｒ５※１ ５０点 １８,８７５回 １３,５０１回 －   

Ｒ６ １７２点 ９０,４８８回 ４１,３６５回 ３,９９６回 

Ｒ７※２ ３１７点 ７２,９１６回 ３４,００１回 ４,０４２回 

※１：令和 5年 7月 1 日から供用開始 ※２：令和 7年 10月 31 日までの数値 
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４ 集会活動について 

  図書館における集会活動は、行事の参加者が、講師の話を聞き、その内容を通じて新

たな発見をする中で、資料を利用し、より深い学びや知識の探求、図書館の利用促進につ

ながることを期待して開催します。 

（1）中央図書館 

  ①読書講演会「加古川の交通と駅弁－舟運から鉄道へ－」（令和 7年 10 月 13 日開催） 

  ②「加古川ゆかりのおはなし会」           （令和 7年 6 月 14 日開催） 

  ③読書講座「古典文学の播磨」         （※令和 8年 1 月、2 月に開催予定） 

（2）加古川図書館 

 ①マネー講座「正しい相続制度を知る終活のススメ」  （令和 7 年 10 月 4 日開催） 

 ②防災出前講座「加古川市の災害を正しく知って正しく備えよう」（令和 7年 7月 5日開催） 

 

５ ＪＲ加古川駅南広場における社会実験について 

   加古川駅周辺の賑わいの創出、回遊性の向上に向けた滞在空間を創出する社会実験に 

加古川図書館もイベントで参加しました。 

（1）大型絵本を読もう！                  （令和 7 年 10 月 8 日開催） 

 駅前広場で大型絵本の読み聞かせ会を実施。また、表紙に遊び心のある絵本を展示し、 

読書を楽しんでもらいました。 

（2）親子リズム体操×秋の絵本を読もう           （令和 7 年 10 月 15 日開催） 

 駅前広場で秋にまつわる絵本を展示し、読書を楽しんでもらいました。 

（3）紙芝居がやってくる！                （令和 7 年 11 月 15 日開催） 

  駅前広場で紙芝居を実演しました。 

（4）本と、レコードと、コーヒーと。           （令和 7 年 11 月 15 日開催） 

  大人向けにセレクトした趣味の本や小説、詩集などを搭載した移動図書館車を駅前 

広場に展示し利用してもらいました。 

（参考）当日の様子・・・資料４（Ｐ19） 

 

６ まとめ 

こどもの不読率の解消に向けて、学校との連携や『電子図書館（児童書）読み放題』の

充実を図るとともに、中高生が読書を身近に感じ、楽しんでいくことができるきっかけ

作りを提供します。 

社会全体へは、主体的に課題解決が図れるよう、集会活動の実施やレファレンスなど

を通して図書館の利用促進をしていきます。 

また、加古川駅前の社会実験の結果なども参考に、加古川駅周辺再整備において加古

川図書館に求められる役割など、今後の展望を考えていきます。 
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検索

加古川市内の学校関係者のみなさまへ

加古川市の図書館では、子どもたちの読書活動推進のために、学校との協力・連携に
取り組んでいます。

年度ごとに図書館で団体利用の登録手続きをしてください。図書館カードを発行します。
貸出冊数は4図書館あわせて50冊まで、期間は1カ月以内です。
希望されるテーマの本を用意しておくこともできます。1週間前までにご相談ください。

団体用図書館利用案内 [PDF形式:178KB]
図書館カード申込書（団体用） [PDF形式:104KB]

いずれの図書館でも、見学を受け付けています。事前にお申込みください。
ご希望される場合は図書館の利用案内等の資料も用意します。
また、あわせて、おはなし会等の開催もできますのでご相談ください。

図書館施設見学・おはなし会等申込書 [PDF形式:64KB]

児童・生徒へのおはなし会やブックトーク、図書館の活用方法等の説明を行っています。
ご希望される場合は2か月前までに、ご相談ください。

講師（助言者）派遣について [PDF形式:67KB]
わかりやすい図書館活用法申込書 [PDF形式:164KB]

団体貸出制度について

図書館見学について

職員・ボランティアの学校への派遣について

調べ学習お役立ちガイドについて
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特定のテーマについて調べるための資料や情報について紹介したものです。調べ学習や宿題な
どでご活用ください。

調べ学習お役立ち案内掲載ページ

図書館では、子どもたちに読書の楽しさを知ってもらうとともに、いつでもどこでもご利用い
ただけるよう、電子図書館「読み放題（児童書）」を導入しています。
クロームブックを自宅に持ち帰ると、自宅でも読書を楽しむことができます。
また、自宅のパソコン、スマートフォンでも加古川市電子図書館にアクセスして、利用者IDと
パスワードを入力すれば、電子書籍の閲覧が可能です。

クロームブックで電子図書館を読もう [PDF形式:585KB]

その他のお問い合わせについても、図書館へお気軽にご相談ください。
 

電子図書館（読み放題）について
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ヤングアダルトリスト ヤングアダルト通信 ドラマ化・映画化・アニメ化された本

検索

中高生向けのおすすめ本

一覧を見る

cover by
Google

君の膵臓
をたべた

い　　

cover by
Google

夜明けの
すべて　

cover by
Google

桐島、部
活やめる
ってよ　　

cover by
Google

14歳から
の映画ガ
イド

cover by
Google

世界一や
さしい脳
科学入門　　

cover by
Google

カラフル　　
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クロームブックで電子
で ん し

図書館
と し ょ か ん

「読
よ

み放題
ほうだい

（児童書
じ ど う し ょ

）」を読
よ

もう 
 

☆ログイン画面の開き方  

 画面
が め ん

下部
か ぶ

のブラウザ（Ｇｏｏｇｌｅ 

Ｃｈｒｏｍｅ）を起動
き ど う

させます。 

 ※ここをクリックしてください。 

 

 

 

 

【パターン１】 

 クロームブックでブックマークに 

登録
とうろく

されている、「読
よ

み放題
ほうだい

（児
じ

 

童書
どうしょ

）」をクリックする。 

※ここをクリックしてください。 

 

 

 

【パターン２】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「教材
きょうざい

・アプリ」の中
なか

の「かこのちゃん」の

イラスト「読
よ

み放題
ほうだい

（児童書
じ ど う し ょ

）」をクリック

する。  ※ここをクリックしてください。 
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☆ログインの仕方 

利用者
り よ う し ゃ

ＩＤ、パスワードをいれて、ログインする。 ＊パスワードは「ＹＨｐｃ５７」です。 

 

 

 

 

 

＜利用者
り よ う し ゃ

ＩＤの確認
かくにん

方法
ほうほう

＞ 

自分のアイコンをクリックしてくだ 

さい。 

この部分が利用者ＩＤです。 

 

 

 

※グーグルワークスペースアカウントの＠の前
まえ

の英数字
えいすうじ

です。 

（Googleアカウントの●●●●●●●●＠ｇｓ.kakogawa.ed.jpの 

●●●●●●●●の部分
ぶ ぶ ん

です。＠から後
う し

ろはいりません。） 

 

 読
よ

みたい電子
でん し

図書
と し ょ

をえらんで、「読
よ

む」をクリックすると読
よ

むことができます。 

 

 

＊物語
ものがたり

だけでなく、昆虫
こんちゅう

や花
はな

の図鑑
ず か ん

、日本
に ほ ん

の歴史
れ き し

の学習
がくしゅう

まんがなどの電子
で ん し

図書
と し ょ

がありま

すので、ぜひ読
よ

んでくださいね。 

 ここをクリック！ 

●●●●●●●● 

ＹＨｐｃ５７ 
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ＪＲ加古川駅南広場における加古川図書館の社会実験 

 

（1）大型絵本を読もう！（令和 7 年 10 月 8 日開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）親子リズム体操×秋の絵本を読もう（令和 7 年 10 月 15 日開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 
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（3）紙芝居がやってくる！（令和 7 年 11 月 15 日開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）本と、レコードと、コーヒーと。（令和 7年 11 月 15 日開催） 
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21



 

 

 

22



 

令和７年度兵庫県社会教育研究大会開催要項 

 

１ 趣  旨 

県内の社会教育委員及び社会教育関係者が一堂に会し、活動目標『新たな生涯学

習・社会教育の展開を充実させる学びのネットワークの推進』のもと、県内におけ

る活動状況や研究成果を相互に交換し、社会教育の推進についての課題や社会教育

委員の役割、活動について研究協議を行い、社会教育の振興に資する。 

 

２ 期  日 

  令和７年11月26日（水） 13：00～16：00 

 

３ 会  場 

  神戸市教育会館 大ホール他 

〒650-0004 神戸市中央区中山手通4丁目10番5号 

 

４ 参 加 者 

  社会教育委員、社会教育関係者等（各市町３名程度） 

 

５ 日  程 

12：30～13：00 受  付 

13：00～13：15 開会行事 あいさつ・日程説明等 

13：15～14：15 講演（大ホール） 

 講師  

伊丹市社会教育委員の会 副会長 

伊丹市立東中学校学校運営協議会 会長 板野 彰彦 氏 

演題  
「社会教育は『まちづくり』～青少年健全育成を核として～」(仮) 

14：15～14：35 休憩・移動 

14：35～16：00 

分科会 ※分科会は、３会場で開催します。（神戸市教育会館内） 

・実践発表（阪神北・東播磨・中播磨）  

・協議 

16:00 閉会 

  

６ 分科会について 

 ○ 第１分科会（地域づくり：阪神北地区） 

発表題 子どもの生きる力を育む地域教育 

発 表 

小仲 貴文 

板野 彰彦 

野﨑 洋司 

龍見奈津子 

竹部 知佳 

三田市文化スポーツ課主任 

伊丹市社会教育委員の会副会長 

川西市社会教育委員の会議長 

一般社団法人宝塚にしたに里山ラボ代表理事 

猪名川町社会教育委員の会 

助 言 赤尾 勝己 猪名川町社会教育委員の会議長 

司 会 波多江みゆき 伊丹市社会教育委員の会会長 

記 録 藤島 一機 猪名川町教育振興課主査 
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○ 第２分科会（学校・家庭・地域の協働：東播磨地区） 

発表題 社会教育と学校教育の連携～両荘みらい学園との取り組み～ 

発 表 
後藤 昌之 
後藤 強 

加古川市立両荘公民館長 
加古川市社会教育委員長 

助 言 増本 仁美 稲美町社会教育委員 
司 会 中村まさみ 播磨町社会教育委員長 
記 録 川由 伸一 高砂市社会教育委員 

 

○ 第３分科会（地域づくり：中播磨地区） 

発表題 妖怪のまち福崎町 文化を活かし、みんなで創る公民館 

発 表 長澤 秀人 福崎町社会教育委員議長 
助 言 木ノ本雅佳 福崎町社会教育課長 
司 会 鷲尾 進吾 福崎町社会教育課課長補佐 
記 録 髙橋 花 福崎町社会教育課  

 

７ 参加申込みについて 

 (1) 各市町担当者又は参加者が、下記ＵＲＬ又はＱＲコードより申込みフォームへ

接続いただき、令和７年11月11日（火）までに登録をお願いします。 

（１つの申込みフォームで、３名までまとめて登録可能です。） 

 (2) 登録が完了しましたら、登録いただいたメールアドレスへ登録完了のメールが

自動送信されますので、ご確認をお願いします。登録翌日にもメールが届かない

場合は、担当までご連絡をお願いします。 

 (3) 参加分科会について、第２希望の分科会へのご参加をお願いする場合のみ、前

日までにご登録いただいたメールアドレスあて連絡します。連絡がない場合は、

第１希望の分科会へご参加ください。 

 

 （申込みフォームＵＲＬ） 

https://www.e-hyogo.elg-front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1754293721972 

 

 

 

 

 

 

 

[問合せ先] 

 兵庫県社会教育委員協議会事務局 

 兵庫県教育委員会事務局社会教育課内（担当 赤松） 

〒658-0081 神戸市東灘区田中町 5丁目 3-23 

Tel:078-362-3782 Fax:078-362-3927 

E-mail：Minoru_Akamatsu@pref.hyogo.lg.jp 
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